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研究の背景・目的 
１．底曳網が海底環境やそこに生息する生物に与える影響が懸念されている。 

２．海底への接触面積や接触圧を削減した漁具の導入に向けた試験を行う。 

 

 

 

研究成果 
１．海底環境への影響緩和を目的とし、かつ着底種の漁獲減少分を離底種の漁獲で補う底曳

網を曳網した。 

２．網口高さが従来網の倍以上になり、スズキやジンドウイカといった離底種が漁獲された。 

３．ヒトデやカイメンといった底生生物の入網量が少ない傾向にあった。 

４．使用時期や網目の大きさを調整することで，実用化の可能性がある。 

 

 

 

波及効果 
１．海底環境に与える影響を緩和した漁具が導入される。 

２．資源状態に合わせて漁獲対象種を選択することで、漁家収入が安定する。 

 

  

海底への影響緩和を目的にした底曳網の操業風景（左） 

スズキなどが漁獲され、従来網に比べて底生生物の入網が少なかった（右） 
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